
日時：７月５日（木）13:10〜 16:30 
場所：基礎医学校舎第Ⅰ講義室 
講師：植野洋志教授 
(奈良女子大学生活環境学部食物栄養学科) 
 

「脱炭酸酵素を追いかけて，反応機構
から味覚まで」 
 
対象：	
 医学科２年生(レポート提出) 

     医学科・看護科学部学生 
 　大学院生・教職員など 

 
 
問い合わせ先：生化学講座・高沢（内線2227）	
 



講演要旨 
 
　演者はGABA (gamma-
aminobutyric acid)やヒス
タミンの合成酵素に興味
をもち、これらの合成酵
素の精製・組換え体酵素
の発現系の構築・変異体
タンパク質の作製と性質
の解明、酵素活性制御物
質の探索と医薬への応用、
という内容で研究を進め
てきた。 
　近年、GABA合成酵素 
(glutamate decarboxylase 
(GAD))にあっては，神経
系以外に消化器系組織に
発現することを見出し、
その意義を追求している
最中に、味細胞でGABA
合成酵素が発現すること、
さらにGABA合成酵素は
味覚の信号伝達に関与す
ることが明らかになって
きた。今回は、この一連
の流れを紹介する。	



